
                                       

―入学時貸与奨学金願書の記入例― 

出願者（入学する本人）がボールペンで記入すること 

家族及び所得欄 

 

ア．同居・別居を問わず､出願時現在、出願者と生計を同じにする者全員を記入する。 

a） 父母は必ず記入する。 

b） 別居独立生計を営む兄弟姉妹や生計を同じにしない別居の祖父母等別生計の者は

記入しなくてよい。 

c） 就学者は「就学者（本人除く）」の欄に記入する。 

イ．職業は、例えば「商業」などとせず、酒類小売業、国家公務員、小学校教員、会社員な

どとする。なお、主婦、家事手伝等もその旨を記入し空欄としないこと。 

ウ．在職期間は現在の職業に就いてからの年数を記入する。 

エ．予備校、各種学校に通学する者は「就学者を除く家族」の欄に記入する。 

オ．主たる家計支持者は続柄に○印をつける。別居（単身赴任）している場合は、続柄の左

側に×印をつける。 

カ．「給与所得の収入金額」「所得金額」欄 

a) 父と母、又はこれに代わって家計を支えている者について記入する。 

b) 給与所得者は、「給与所得の収入金額」欄に、所得証明書の「給与収入」欄の金額を

記入する。 

（「所得金額」欄はあけておく） 

c) 商・工・林・水産業所得・農業所得などその他の所得がある者は、所得証明書の各所

得金額を記入する。 

（「給与所得の収入金額」欄はあけておく） 

【例】自営業をしている場合は、所得証明書の「営業所得」欄の金額を記入する。 

d) 配偶者控除を受けている場合も記入する。 

e) 同一人で２種類以上の所得がある場合は、上下に区分して記入する。 

ただし、いずれも給与所得の場合は、合計金額を記入する。 

 

 

出願者の氏名、生年月日、入学学部、受験番号を記入し、氏名にフ

リガナをつける。学科のある学部の方は学科を必ず記入すること。 

日本国籍を有する者、または特別永住者、在留資格が「永住者」、「日本

人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」の者が出願可能となります。 

本人と確実に連絡のとれる住所・TELを正確に記入する

こと。 

主たる家計支持者が無職、失職の場合の生活費の出所（例え

ば祖父からの援助等）についてと、就業見込についていずれか

を○で囲むこと。 

資産情報欄 
自家で所有する預貯金、すでに受領している退職金について記入のこと。 

特記情報欄 

該当する項目には（ ）内に○を記入すること。 

なお、②については人数（●名）、⑤については金額を記入すること。 

表面 



                                      

奨学金希望の理由欄 
 

家族の状況、家庭の事情など出願するに至った事情、数字に表れないことや特に説明を要することを出

願者本人が具体的に記入すること。 

例えば 

ア．父母等が別居している、あるいは特に他の家庭と異なった事情等があれば具体的に記入する。 

イ．無職に近い状態で経常的な収入が全くないか、わずかな場合は、生活の方法、生活費の出所を

詳しく記入する。 

ウ．2022年１月から現在までに収入に関して大幅な増減があった場合、その理由を詳しく記入し、それ

を証明する書類を添えること。 

裏面 

本人の履歴欄（空白期間のないように記入すること） 
高校卒業見込あるいは卒業した年月及び、(  )内に高校名を記入すること。 

なお、予備校在学、自宅研修等の期間がある場合はその期間も記入すること。 


